
『源氏物語』のドイツ語訳における前置詞 seitと

完了形の共起について

ーアーサー・ウェイリー訳とハーリチカ訳の比較を通してー

杉田芳樹

本論考のテーマは，『源氏物語』の英訳と独訳の比較を通じて， ドイツ語

における「継続状態」の表現の特徴を明らかにすることである。これまで

に刊行された源氏物語のドイツ語訳は主に 4点ある。つまり， Maximilian

Milller-Jabusch ( 1889・1961), Herberth Egon Herlitschka ( 1893”1970), 

Walter Donat (1898・1970), Oscar Ben! (1914-1986）の各氏によるものであ

る。 Milller-Jabusch訳（J911) I）は 『源氏物語』の最初の外国語への翻訳

書である末松謙澄（1855・1920）の英訳（1882）を基にしており，内容は

第ーから十七巻まで，そして， Donat訳（1947) 2）は，『源氏物語』原典か

らの初めてのドイツ語訳で，「若紫」の巻のみである。

Herlitschka訳（1937)J）は，名訳として知られる ArthurWaleyによる英

訳（1925・33)4）からの重訳（したがって，その内容は， Waleyが訳出した

第ーから四十巻まで（「鈴虫」の巻は欠））である。小論では，上記の二書

よりも文体的に，あるいは内容的に充実している Herlitschka訳を研究対

象にし， Waley訳と Herlitschka訳を比較することで，ドイツ語の前置調 seit

を含む「継続状態」を表す文の特徴，特に時制に関する特徴を明確にした

い。さらに，その際に，『源氏物語』全巻を原典からドイツ語に翻訳した

Ben！訳（1966) S）を参照して，重訳である Herlitschka訳を見直す。 6）なお，

考察対象は「桐壷」と「空蝉」の巻に限定した。まず，ドイツ語の前置詞

seitに相当する前置詞 sinceを含む文を Waley訳から引用する。

2 

Waley訳の「桐査」の巻には，前置詞 sinceが使用されている文が2箇
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所ある。以下， Waley訳とその邦訳，そして，その箇所と内容的に符合す

るHerlitschka訳と Ben！訳を記す。また，参考までに，『源氏物語』の原典

と現代語訳も付記する。下線はいずれも筆者（杉田）による。

1.1.1. Waley ( 1925) 7l : The old lady had for long been a widow and the whole 

charge of keeping the domain in rep創rhad fallen upon her daughter. But 

since her death the mother, sunk in age and despair, had done nothing to 

生盟恒三組d肝 erywh悶 theweeds grew high (p.11) 

1.1.2. 佐復（2008)S）：ここの老女はずっと前に夫を亡くしていて，屋敷

の補修はすべて娘が世話を引き受けていた。しかし娘が死んでから，

母親は老齢と絶望とに沈み込み，屋敷をほったらかしておいたので，

どこもかしこも雑草が丈高く生い茂っていた。（p.24)

1.2. Herlitschka ( 1954) : Die alte Dame war schon lange Witwe, und die 

ganze Last der Verwaltung des Anwesens war ihrer Tochter zugefallen. Seit 

deren Tod aber hatte die Mutter, von Al附 undVerzweiflung ilberwliltigt, 

nichts fiir den Besitz getan, und ilberall wuchs hohes Unkraut. (p.13) 

1.1.1では，完了形（過去完了形）と sinceが共起しそして， 1.2.でも完

了形（過去完了形）と seitが共起している。「継続状態」を表す時制は．

一般的に，英語では完了形（現在完了形）， ドイツ語では非一完了形（現

在形）であるのでJユは例外的なケースにみえる。ここで注目したいのは，

否定を表す不定代名詞 nichtsが使用されていることである。このことに関

しては後述する。

1.3. Ben! (1966) : Die Mutter der Verstorbenen ha銑e,obgleich sie das Leben 

einer Witwe fiihrte, dieses. Anwesen bisher liebevoll gepflegt, um ihre 

Tochter sorgsam aufzuziehen, und in guten, keineswegs beschlimenden 

Verhaltnissen gelebt. Nun aber war sie ganz in Trauer um ihr totes Kind 

versunken und weinte immerzu. Das Gras im Garten war ungepflegt 

hochaufgeschosse11 (p.12) 

1.4.1. 原典 9）：やもめ住みなれど，人ひとりの御かしづきに，とかくつく
た すぐ やみ ふしづ

ろひ立てて，めやすき程にて過したまひつる，聞にくれて臥し沈み
くき たか （なり）

たまへるほどに，草も高く成（p.11)

1.4ユ谷崎（1979) IO）：この家のあるじの母北の方は．やもめぐらしをし

ていますけれども，御息所一人を守り立てて行くためにここかしこ

一158一



へ手入れをして，どうやら見苦しくない程度に過ごしておられまし

たが，子故の聞にかきくれて泣き沈んでいましたうちに，いつしか

草が高く伸びて（p.28・29)

1.3.には seitは使用されておらず， lユの中の副詞句の箇所（von Alter und 

Verzweiflung tiberwaltigt）が表現されているにすぎない。しかし 1.4.1.を

みると， 1.2.は原典の意味内容を補足したものになっており， 1.3.の方が

原典に忠実に訳出していることがわかる。

2.1.1. Waley ( 1925) : A certain Dame of the Household, who had served the 

former Emperor, was intimately acquainted with the young Princess, 

having known her since childhood and still having occasion to observe her 

企omwithout. (p.16) 

2.1.2. 佐復（2008）：先の天皇に仕えていたある内侍がこの皇女の親しい

知り合いで，子供のころから知っていて，今でも外からこの娘を見

る機会があった。（p.36)

2.2. Herlitschka ( 1954) : Eine der Hofdamen, welche sch on dem frtiheren 

Kaiser gedient ha町， standmit der jungen Prinzessin auf vertrautem FuB, 

da sie sie von Kindheit an kannte, und hatte noch immer Gelegenheit, sie 

却 beobachten. (p.23) 

2.1.1.では，完了形と sinceが共起しそして， 2.2.では非一完了形（過去

形）と vonKindheit anで表現されているo seitは用いられていないが（seit

der Kindheitではない）が．しかし「継続状態」の表現として非一完了形

が使用されているのは一般的だといえるだろう。

2.3. Ben! (1966) : Die Naishi no Suke, die schon bei dem vorigen Herrscher 

gedient hatte und nun auch ihm aufwartete, pflegte im Hause der Mutter 

jener Prinzessin ein und aus zu gehen, sie kannte sie daher von加 hester

Jugend auf, sah sie auch jetzt noch manchmal und berichtete dem Kaiser 

folgend号空Uber sie: ＜白羽すけ とき

2.4.1. 原典：上にさぶらう内侍の典侍は，先帝の御時の人にて，かの宮に
した な （お） み

も親しうまいり馴れたりければ，いはけなくをはしましし時より見
み

たてまつり，いまもほの見たてまつりで（p.21)

2.4.2. 谷崎（1979）訳：帝にお附き申している内侍は，先帝の時から御奉

公をしていた人で，かの母后の御殿にも親しくお出入りをし’慣れて
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いますので，まだお小さい時分からお顔を存じ上げ，今も灰かにお

目にかかることがありまして（p.42)

2.3.では，「継続状態」が非一完了形（過去形）と von釦ihesterJugend auf 

で表現されている。 seitは用いられていない（seit創出es旬rJugendではない）

が，しかし「継続状態Jの表現として非ー完了形が使用されているのは

一般的文体だといえるだろう。「継続状態」を表す時制は，一般的に，英

語では現在完了形， ドイツ語では現在形（非ー完了形）であることは上述

したが，「桐査」の巻よりも会話表現が多く記述されている「空蝉」の巻

にはその典型的な例がみられる。以下の 2箇所である。

3.1.1. Waley (1925）：‘”My lady of the West”has been here since出ismorning, 

and she is playing go with my other lady.’（p.48) 

3.1.2. 佐復（2008）：「西の方さまが今朝からいらっしゃっていて， もう一

人のお方さまと碁を打っているのです」。（p.107)

3.2. Herlitschka (1954）：》DieHerrin des Westens ist seit dem Morgen hier, 

und sie spielt Go mit unserer Herrin.α （p.73-74) 

3.1.1.では現在完了形と sin田が共起しまた 3ユでは現在形（非ー完了形）

とseitが共起している。

3.3. Benl (1966）：の isth倒的， erk防白manihm darau血in,≪die Dame des 

Westfliigels hier町 schienen.Sie spielt mit der Herrin Go.》（p.78)
ひる にし かたわた （たまひ） ごう

3.4.1. 原典：「昼より，西の御方の渡らせ給て，碁打たせたまふ」（p.85)

3.4ユ谷崎（1979）：「昼間から西の方がお越しになって，碁を打っていらっ

しゃるのです」（p.117)

3.3.では，当該箇所は現在完了形で表されているが， 3.4.1.の「昼より」

の訳語がheuteになっており，さらに本動調は Perfektivである erscheinen

が使用されているために．継続状態の表現にはなっていない。

4.1.1. Waley (1925）：‘I have been teηibly bad with the colic since yesterday 

and was lying up, but they were shorthanded last night, and I had to go and 

help, thm 

4.1.2. 佐復（2008）：「私は昨日から差し込みがひどくて，寝ていたのです

けれど，ゅうべは人手が足りなくて私も手伝いに行かねばならな

かったのですよ，そのあいだじゅうとても気分が悪かったのですけ
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れどね」。（p.116)

4.2. Herlitschka (1954）：沖Ichleide seit gestern ganz schrecklich an der Kolik 

und lag zu Bett: Aber gestern abend war nicht genug Bedienung da, und 

ich muBte aufstehn und helfen, obgleich ich mich die ganze Zeit sehr libel 

印刷te.≪ (p.80) 

4.1.1.では現在完了形と sinceが共起しそして4ユでは現在形（非一完了形）

とseitが共起している。

4.3. Ben! (1966) : ≪Wachtet 1hr heute nacht bei der Herrin? lch habe seit 

vorgestern scheuBliche Schmerzen im Leib und habe mich ganz nach unten 

in den Dienerinnenraum zurilckgezogen. Dann aber hieB es, es seien zu 

wenig Leute zur Bedienung da, und so kam ich wieder nach oben. Meine 

Schmerzen sind noch immer une耐 glich... ≫ ¥t85) 
うへ （たまひ〉 はら

4.4.1. 原典：「おもとはこよひは上にやさぶらひ給つる。おと冶ひより腹
や しも（はベり） ずく め

を病みて，いとわりなければ下に侍つるを，人少ななりとて召しし
一一一一一一一一一ー ま 由ぼ た

かば，よべ参う上りしかど，なほえ耐ふまじくなむJ(p.92) 

4.4.2.谷崎（1979）：「あなたも今夜はお上でしたの。私は一昨日からお腹

が痛んでなりませんので，下っていたのですけれど，人少なだから

とおっしゃって，お召しになりますので，昨夜上がったのですが，

やっぱり痛くって痛くって」（p.128)

4.3.でも，現在形（非一完了形）と seitが共起している。なお，Ben！訳では，

4.4.1.の「おと冶ひより」の Herlitschka訳（Waley訳）の間違い，つまり

gestern (yesterday）がvorgesternと修正されている。

「桐壷」の巻の Herlitschka訳には，前置詞 seitと完了形が共起する例が

もう一つある。この箇所は， Waley訳では前置調 sinceは使用されていな

いが，上記と同様に引用する。

5.1.1. Waley ( 1925) : The rustling of the wind, the chirping of an insect 

would cast him into the deepest melancholy; and now Kokiden，出旦生

a long while had not been admitted to his chamber, must needs sit in the 

moonlight making music far on into the night! (p.14) 

5.1.2. 佐復（2008）：風のさやぎ，虫の声が彼を深い憂欝に投げ込んだ。

それなのにいま弘徽殿は，長いこと天皇の寝室に入れられてはいな
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かったが，月の光のなかに腰をおろし夜遅くまで音楽を演奏しよ

うというのだ！ (p.31) 

5.2. Herlitschka (1954) : Das Flilstern des Windes, das Zirpen einer Grille 

konnte ihn in die tiefste Schwermut versetzen・ und nun m叫teauch noch 

Kokiden, die seit langem nicht mehr in sein Gemach eingelassen warden 

war, im Mondlicht dasitzen und bis tief in die Nacht hinein musizieren! 

(p.19) 

5.2.は，完了形（過去完了形）と seitが共起している例であり，さらに， 1.2.で

みられたように否定調が用いられている。

5.3. Ben! (1966) : Bei dem Rauschen des Windes und dem Gezirpe der 

Grillen filhlte er sich an diesem Tage wehmiltiger als sonst, doch die 

Nyδgo Kokiden, die er schon lange nicht mehr zu sich gerufen hatte, 

musizierte, da wundervoller Mondschein war, bis tief in die Nacht. (p.19) 
かぜ むし

5.4.1. 原典：風の音，虫の音につけて，物のみかなしうおほさる、に，弘
うへ つぼね ま

徽殿には久しく上の御局にも参うのぼりたまはず，月のおもしろき
よ あそ

に，夜ふくるまで遊びをぞしたまふなる。（p.17)

5.4ユ谷崎（1979）：風のおと，虫の音につけても，眼に触れるものがー

途に悲しく思えますのに，弘徽殿では久しく上のお局にも伺候なさ

らず，月の面白い夜のことなので，更けるまで管絃の遊びに興じて

おられるのでした。（p.36)

5.3.では， 5.2.と同様に，完了形（過去完了形）で，否定詞が用いられて

いるが， しかし seitは使われていない。

以上のように， 1.2.と5.2.は，完了形と seitが共起しているという点で，

一般的なドイツ語文法の理解から逸脱した「継続状態」の表現にみえる。

3 

ところで， 19世紀初頭に刊行された独独辞典， Adelung（第2版： 1811)II) 

には， seitの語源に関して興味深い記述がある。その一部を以下に引用す

る。

Eigentlich dem Orte nach, niedrig, unten, das untere, welches wenigstens eine 

der ersten und eigentlichsten Bedeutungen ist, wo es sowohl als ein Nebenwort, 

als auch ein Beywort ilblich war. Im Hochdeutschen ist es vollig veraltet, allein 
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im Nieders. Schwedischen und Diinischen ist es noch vollig im Gange. Nieders. 

sied, ein sieder S旬hi,ein niedriger, das Wasser ist sieder geworden, （中略） Es 

ist hier gewisser Mallen das Stammwort von den Intensivis sitzen und setzen, 

und in Ansehung des Oberd. sint, von sinken, senken; wenigstens ist es mit ihren 

Stammen sehr nahe verwandt. 

（訳：本来，空間的用法では，「（位置が）低いJ「下の方に」の意味で

あり，少なくとも，「下のJという意味が最初の本来的な意味の一つで

ある。かつては，一般的に，副詞であり，形容詞だ、った。高地ドイツ語

では古語になり，低地ザクセン語でのみ使用されている。スウェーデン

やデンマークでは現在も使用されている。低地ザクセン語では siedであ

る。 einsieder S旬hiはeinniedrigerの意「低い椅子」。 DasWasser ist sieder 

geworden.「水位が下がった」。（中略）この語は，ある程度において，強

意動調 sitzenやsetzenの幹語であり，そして，上部ドイツの sintはsinken

やsenkenの幹語だといえる。少なくとも， seitはそれらの語の語幹と非

常に近い関係にある。）

このように空間的用法の説明から推測すると， seitが時間的用法で使用さ

れた場合，過去が下方に位置するので，時間の流れは下から上へ向かうこ

とになるだろう。時間における上下の関係は，例えば，キリスト教の彼岸

と此岸の世界がすぐに想起されるが，しかし，キリスト教の場合，現在と

過去の世界にそのような上下関係の価値評価を当てはめることはできない

だろう。 Adelungの見方では，さながら地層が重なり，自然の地形が形成さ

れていくように，過去の世界が積み重なり，現在の世界が生成されていく。

Adelungの説からは，そのような sachlichな時間意識が読み取れるのである。

19世紀の独独辞典の中で， Campe(1810) 12）と Heinsius( 1822/1840) 13lには，

やはり Adelungと同様に空間的用法に関する記述がある。ただし他の同時

期の独独辞典（Wenig(1835) 14), Heyse (1849) isl, Grimm (1854・1961)16) ' 

Sanders (1876) 17), Wenig （第7版： 1885)18), Heyne (1895) 19）や 20世紀

以降の語源辞典（Triibner(1955) 20) , Kluge （第21版： 1975) 21l , Paul （第

10版： 2002)22）には， seitの空間的用法は記述されていなし、。それらの辞

書は，一様に， seitの本来の意味は時間的用法で”spiiter[ als etwas］“である

という。したがって， seitの語源に関わる空間的用法については，典拠が

明確ではなく，根拠に乏しいようにみえるが，しかし空間的用法から時
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間的用法への意味的展開はドイツ語の前置詞一般にいえることなので，前

置詞 seitもそのような経緯を辿った語である可能性はあるように思われ

る。この点に関しては別の機会に考察したい。

Adelungには， seitの時間的用法に関して，前置詞 seitと完了形の共起

の例が引用されている。特に，ルター聖書からの引用が多数みられるが，

しかし拙論で採り上げる引用文は，日常会話表現だけにとどめたい。な

ぜなら，ルター聖書は，古典語から少なからず影響を受けているにちがい

なく，また，そこには教条的なレトリックが多分に含まれているにちがい

ないからである。以下， Adelungからの引用である。

Ich habe ihn seit Einem Jahre nicht g問 hen.(Einem：原文ママ）

（訳：私は一年前から彼に会っていない。）

Seit welcher Zeit hat er nicht geschrieben? 

（訳：彼はいつ頃から書いていないのですか。）

この二つの文の共通要素は，否定調 nichtである。否定詞の添加によって，

「非＝完了状態J，つまり「実現されていない状態」の継続が示されている。

これらの文は完了形でのみ成立するように恩われる。

事Ichsehe ihn seit einem Jal首nicht.

*Seit welcher Zeit schreibt er nicht? 

「非＝完了状態」の継続に関する用例は，例えば，『独和大辞典』（第2版：

1997）の seitの項目にもみられる。

Seit mehreren Jahren habe ich ihn nicht mehr gesehen. 

協和大辞典』には，さらに，，，Erist seit 4恥 chenverreist.“という文（完

了形と前置詞 seitの共起の例）が記述されているが，それに関しては，す

でに考察したので．拙論を参照されたい。 23）前置調 seitを含む文で，そこ

に否定詞を伴うケースでは，上記の 1ユ及び5.2のように，完了形の形態

が一般的であるように思われる。それでは，肯定文では，なぜ「非一完了

形」が用いられるのだろうか。それは，文の形態から判断すると，おそらく，

「実現した過去の時点」よりも「実現している現在の時点」を強調したい

からであろう。つまり， ドイツ語の「継続状態」の表現は， Adelungの見

方を援用するならば，「積み重ねられた過去」が「いまここに存在している」

ということに力点が置かれているのである。その否定の表現，つまり「非

ー完了状態がいまここに存在している」という表現は，成立しがたいので

ー 164一



はないだろうか。前置調 seitを含む文の時制については，時代，地域，社

会的階層などによる言語的差異を踏まえたうえで，より多くの用例を通じ

て考察しなければならない。今後の課題としたい。
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